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１１月３０日（木）は  
固定資産税４期分、国民健康保険税  
５期分の納期限です。  
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 ― 鶴田町・フッドリバー市 姉妹都市締結４０周年 ― 

登
下
校
中
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
発
令
時
に
お
け
る

児
童
生
徒
の
避
難
に
関
す
る
お
願
い 

 
 

《
教
育
委
員
会
》 

 

九
月
十
五
日
（
金
）
早
朝
に
北
朝
鮮
西
岸
か
ら
弾
道
ミ
サ
イ
ル
が
発
射
さ
れ
、

当
町
に
お
い
て
も
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
情
報
が
伝
達
さ
れ
ま

し
た
。 

 

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
発
令
時
に
屋
外
に
い
る
場
合
、
で
き
る
限
り
頑
丈
な
建
物
や
地

下
に
避
難
す
る
こ
と
が
望
ま
し
く
、
児
童
生
徒
が
登
下
校
中
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が

発
令
さ
れ
た
際
に
も
、
速
や
か
に
近
く
の
建
物
に
避
難
す
る
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。 

 

今
後
、
登
下
校
中
の
時
間
帯
に
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
が
発
令
さ
れ
た
際
に
は
、
児
童

生
徒
が
皆
さ
ま
の
ご
自
宅
に
一
時
的
に
避
難
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

  

な
お
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
で
は
解
除
の
伝
達
は
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
避
難
し
て
き

た
児
童
生
徒
が
い
る
際
に
は
、
通
過
ま
た
は
着
弾
の
情
報
を
お
伝
え
く
だ
さ
る

よ
う
併
せ
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
い
合
わ
せ
先 

  

教
育
委
員
会 

学
務
総
務
班
（
内
線
２
１
３
） 

「防災行政無線・登録制メール訓練放送を実施します」 
平成２９年１１月１４日（火）午前１１時頃（予定）に、防災行政無線や登録制メ

ール（つるりんほっとメール）を使用する訓練放送を行いますので、お知らせいたし

ます。 

●問い合わせ先  

総務課 人事行政班（内線２７１） 

 



農
振
除
外
の
申
請
を

受
け
付
け
し
ま
す 

 
《
産
業
課
》 

 

町
で
は
、「
農
業
振
興
地
域
の
整
備

に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
農
業

振
興
地
域
内
に
『
農
用
地
区
域
』
を

設
定
し
、
こ
の
区
域
を
農
業
上
の
用

途
に
供
す
る
土
地
と
し
て
定
め
て

い
ま
す
。 

 

農
用
地
区
域
内
の
土
地
を
農
用

地
以
外
の
用
途
（
住
宅
の
建
築
な
ど
）

に
利
用
す
る
場
合
、
事
前
に
『
農
振

除
外
（
農
用
地
区
域
か
ら
の
除
外
）
』

の
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

こ
の
申
請
の
受
け
付
け
は
、
年
二

回
を
予
定
し
て
い
て
、
受
け
付
け
の

翌
月
か
ら
各
関
係
機
関
と
の
調

整
・
協
議
や
公
告
・
縦
覧
な
ど
の
手

続
き
を
経
て
、
認
可
さ
れ
る
ま
で
約

六
か
月
間
を
要
し
ま
す
。 

※
国
、
県
等
の
事
業
に
よ
り
、
除
外

で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。 

●
受
付
期
間 

 

十
一
月
一
日
（
水
）
～
三
十
日
（
木
） 

 

●
問
い
合
わ
せ
先 

産
業
課 

農
地
班 

（
内
線
２
９
４
） 

 

鶴
田
町
民
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
フ
ェ
ア

開
催
に
つ
い
て 

 

《
教
育
委
員
会
》 

 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
健
康

増
進
と
町
民
相
互
の
親
睦
を
深
め
、

併
せ
て
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の

普
及
を
図
り
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
端

に
寄
与
す
る
た
め
、
次
の
と
お
り
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま

す
。 

●
開
催
日
時 

十
二
月
三
日
（
日
） 

開
会
式 

午
前
九
時 

●
場
所 

 

鶴
田
町
体
育
セ
ン
タ
ー 

●
参
加
資
格 

 

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
に
勤
務

す
る
方 

●
試
合
方
法 

 

四
人
制
（
男
女
混
合
の
男
性
二

人
・
女
性
二
人
、
ま
た
は
女
性
四
人
） 

●
チ
ー
ム
編
成 

 

一
チ
ー
ム
六
人
以
内 

●
申
込
締
切
日 

 

十
一
月
二
十
二
日
（
水
） 

●
問
い
合
わ
せ
先
・
申
込
先 

教
育
委
員
会 

社
会
教
育
班 

（
内
線
２
１
２
） 

町
民
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
大
会
参
加
者

募
集
の
お
知
ら
せ 

 

《
鶴
田
町
バ
ス
ケ
ッ
ト 

ボ
ー
ル
協
会
》 

 

第
四
十
二
回
鶴
田
町
民
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
。 

●
開
催
日
時 

十
一
月
二
十
六
日
（
日
） 

午
前
九
時
よ
り
開
会
式 

※
組
合
せ
は
、
大
会
当
日
、
開
会
式

前
の
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
各

チ
ー
ム
代
表
者
に
よ
る
抽
選
を

行
い
決
定
し
ま
す
。 

●
場
所 

鶴
田
町
体
育
セ
ン
タ
ー 

●
参
加
資
格 

①
職
場
、
町
内
、
同
好
会
等
で
チ
ー

ム
を
編
成
す
る
。 

②
Ｊ
Ｂ
Ａ
登
録
し
て
い
る
高
校
生
、

大
学
生
は
出
場
で
き
な
い
。 

●
試
合
方
法 

①
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
と
し
、
三
位

決
定
戦
は
行
わ
な
い
。 

②
一
ク
ォ
ー
タ
ー
八
分
と
し
、
二
ク

ォ
ー
タ
ー
制
で
行
う
。
同
点
の
場

合
は
三
分
の
延
長
戦
を
行
う
。 

③
ボ
ー
ル
は
七
号
球
を
使
用
す
る 

(

協
議
の
う
え
、
六
号
球
で
も
可) 

●
参
加
申
込
・
締
切
日 

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
十
一
月
十
七
日
（
金
）
必

着
で
申
し
込
み
し
て
く
だ
さ
い
。 

●
参
加
料 

無
料 

●
そ
の
他 

 

個
人
オ
ー
プ
ン
参
加
競
技
で
フ

リ
ー
ス
ロ
ー
大
会
、
ス
リ
ー
ポ
イ

ン
ト
大
会
も
開
催
し
ま
す
。 

●
表
彰 

 

団
体
は
一
位
か
ら
三
位
ま
で
表

彰
し
ま
す
。
個
人
で
は
フ
リ
ー
ス

ロ
ー
大
会
で
十
位
ま
で
、
ス
リ
ー

ポ
イ
ン
ト
大
会
で
上
位
三
人
を

表
彰
し
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先
・
申
込
先 

 

鶴
田
町
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協

会
事
務
局 

 

産
業
課 

農
業
振
興
班 

 

須
藤
（
内
線
２
９
３
） 

 

画
友
社
絵
画
教
室

募
集
の
お
知
ら
せ 

 

《
五
所
川
原
市
中
央
公
民
館
》 

絵
を
描
き
た
い
と
思
っ
て
い
る

方
、
絵
の
好
き
な
方
、
絵
に
興
味
の

あ
る
方
、
デ
ッ
サ
ン
、
水
彩
画
、
油

絵
な
ど
絵
の
描
き
方
を
学
ん
で
み

ま
せ
ん
か
。 

●
授
業
料 

 

無
料 

※
画
材
は
自
分
で
ご
準
備
し
て
く

だ
さ
い
。 

●
場
所 

 

五
所
川
原
市
中
央
公
民
館
二
階 

●
開
催
日
時 

 

第
一
、
第
三
日
曜
日 

 

午
前
十
時
～
午
後
三
時 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 

代
表 

葛
西 

☎
０
９
０
―
２
０
２
７
―
０
５
０
４ 

 

司
法
書
士
と
社
会

福
祉
士
に
よ
る
無

料
相
談
会 

 

《
青
森
県
司
法
書
士
会
》 

青
森
県
司
法
書
士
会
で
は
、
次
の

と
お
り
、
成
年
後
見
に
関
す
る
無
料

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
高
齢
者
・

障
が
い
者
の
た
め
の
成
年
後
見
の

こ
と
、
登
記
・
相
続
・
借
金
問
題
等

を
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
ご
親
族
や

養
護
者
の
方
々
の
不
安
や
ご
相
談

に
お
応
え
し
ま
す
。
聴
覚
障
が
い
者

 



か
ら
の
相
談
に
対
応
す
る
た
め
に

手
話
通
訳
者
が
常
駐
い
た
し
ま
す

の
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。 

●
日
時 

十
一
月
二
十
三
日
（
木
・
祝
） 

午
前
十
時
～
午
後
四
時 

●
場
所 

 

ユ
ー
ト
リ
ー
五
階
「
視
聴
覚
室
」 

 

八
戸
市
一
番
町
一
丁
目
九
―
二
十
二 

※
な
お
、
相
談
は
無
料
で
す
が
具
体

的
な
手
続
き
が
必
要
に
な
る
場

合
に
は
、
別
途
費
用
が
か
か
り
ま

す
の
で
相
談
員
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 

青
森
県
司
法
書
士
会 

☎
０
１
７
―
７
７
６
―
８
３
９
８ 

 

表
示
登
記
無
料
相

談
会
開
催
に
つ
い
て 

 

《
青
森
県
土
地
家
屋
調
査
士
会
》 

土
地
家
屋
調
査
士
が
不
動
産
の

表
示
に
関
す
る
登
記
や
土
地
境
界

に
つ
い
て
の
相
談
会
を
開
催
し
ま

す
。
ま
た
、
方
言
川
柳
家
の
渋
谷
伯

龍
先
生
に
、
世
の
中
の
さ
ま
ざ
ま
な

「
境
」
に
つ
い
て
、
川
柳
を
通
じ
て

面
白
お
か
し
く
講
演
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

●
日
時
・
場
所 

十
一
月
三
日
（
金
・
祝
） 

・
表
示
登
記
無
料
相
談
会 

 

午
前
十
時
～
午
後
三
時
三
十
分 

 

ア
ピ
オ
あ
お
も
り
二
階
大
研
修

室
一 

・
渋
谷
伯
龍
川
柳
「
境
」
講
演
会 

 

午
後
一
時
～ 

ア
ピ
オ
あ
お
も
り
二
階
イ
ベ
ン

ト
ホ
ー
ル 

※
入
場
無
料
、
事
前
申
込
不
要 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 

青
森
県
土
地
家
屋
調
査
士
会 

☎
０
１
７
―
７
２
２
―
３
１
７
８ 

 

五
所
川
原
圏
域

空
き
家
バ
ン
ク
に

空
き
家
物
件
を

登
録
し
ま
せ
ん
か 

 

《
五
所
川
原
圏
域
空
き
家
バ
ン
ク
》 

「
五
所
川
原
圏
域
空
き
家
バ
ン

ク
」
は
、
空
き
家
を
売
り
た
い
・
貸

し
た
い
人
（
空
き
家
登
録
者
）
の
物

件
を
、
居
住
す
る
た
め
に
空
き
家
を

購
入
・
賃
借
し
た
い
人
（
利
用
希
望

者
）
に
紹
介
す
る
た
め
の
仕
組
で
す
。 

五
所
川
原
圏
域
定
住
自
立
圏
（
五

所
川
原
市
・
つ
が
る
市
・
鰺
ヶ
沢

町
・
深
浦
町
・
鶴
田
町
・
中
泊
町
）

へ
の
定
住
促
進
や
空
き
家
の
流
動

化
を
図
る
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
ご
登
録

く
だ
さ
い
。 

空
き
家
バ
ン
ク
の
運
営
は
、
圏
域

自
治
体
と
協
力
事
業
者
（
宅
建
事
業

者
）
が
連
携
し
て
行
い
、
自
治
体
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
空
き
家
情
報
を
全

国
へ
発
信
し
ま
す
。 

●
問
い
合
わ
せ
先 

・
総
務
課 

人
事
行
政
班 

 

(

内
線
２
７
１) 

・
五
所
川
原
市 

財
政
部 

企
画
課 

☎
０
１
７
３
―
３
５
―
２
１
１
１ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
Ｕ
Ｒ
Ｌ 

http://www.city.goshogawa

ra.lg.jp/ijuu/akiya/index

.html 

冬期間の油流出事故防止について 

 

 例年冬期になると、家庭や事業所から灯油等が流れ出す油流出事故が多発しています。原因は、ホー

ムタンクのバルブや配管の劣化、除雪時のホームタンクや配管の破損、ホームタンクから小分け時に目

を離す等、不注意による流出が大半です。 

 油流出事故が発生すると、側溝や水路を通じ河川に流れ出ることもあります。河川は、水道用水など

に利用されていますので、下流域全体に影響を及ぼし、川の生き物にも悪影響を与えます。また、事故

の処理にかかった費用は、原因者の方に負担していただくことになります。 

 各家庭や事業所では、「油類を取り扱う責任者」であるという意識を持ち、タンクの劣化状況点検や補

修を行い、除雪作業等の破損事故にも十分注意しましょう。 

 なお、事故を起こした場合や発見した場合は、役場、消防署、警察署等へ速やかにご連絡ください。 

 

●問い合わせ先 

 岩木川・馬淵川水系水質汚染対策連絡協議会 事務局 

 国土交通省 青森河川国道事務所 河川占用調整課 

 ☎０１７－７３４－４５３７ 

東北電気保安協会からのお知らせ 

 

 



〈メニュー〉 

・サバのトマト煮チーズのせ   ・秋のあったかポトフ 

・切り干し大根のミルク煮 

              

健康保険課 健康長寿班 

連絡先（内線 131,132,133,136） 

☆シニアのための簡単料理～乳製品を使って骨太メニューを作ってみよう～ 

    ○日 時：１１月２４日（金） 午前１０時～午後１時 

○場 所：鶴遊館 調理室 

○対 象：どなたでも参加できます 

○持ち物：エプロン、三角巾、手ふきタオル 

○参加費：200円（当日徴収します） 

  ※参加希望の方は１１月２１日（火）まで健康保険課 健康長寿班 へお申し込みください。 

☆「傾聴サロン」でほっこり、すっきりしませんか 

悩みがあるとき、気持ちが沈んでいるとき、誰かに話を聴いてもらいたいときなどありませんか？ 

鶴田町傾聴ボランティア養成講座修了生による「つるりんの会」が、あなたのお話をじっくりと聴きます。 

お話した内容の秘密は厳守します。安心しておいでください。 

○日 時：１１月６日（月）、２０日（月） 午後１時～３時  

○場 所：鶴遊館 栄養指導室 

☆からだ すっきり！さっぱり！健康運動教室のお知らせ 

○開催日：１１月１日(水)、６日(月)、９日(木) 、１４日(火)、２４日(金)、３０日(木) 

○時 間：午前10時～11時  

○場 所：鶴遊館  

＊申し込みは不要です。 

＊運動できる服装でおいでください。お茶、お水、タオルなどをお持ちください。 

☆11月 10日（金）～16日（木）はアルコール関連問題啓発週間です 

～その問題は、飲酒からはじまる～ 

アルコールに関連する問題は、みなさんが思っているよりずっと多いことを知っていますか？ 

妊婦や未成年者の飲酒、日々の多量飲酒からはじまり、アルコール依存症はもちろんのこと、 

健康障害、飲酒運転、暴力・DV・虐待などにまでおよびます。これらは、わたしたちの身近にも 

起こりうる問題です。 

☆健康長寿アップセミナーのお知らせ 

○日 時：１１月１８日（土）   ※保健医療福祉祭「いのちのまつり」の初日です 

午前９時４０分～１０時４０分 

○テーマ：「いきいき元気 楽しい運動」 

○講 師：NPO 法人 青森県健康・体力づくり協会 

       理事長 近藤 文俊 氏 

○場 所：鶴遊館 ふれあい広場 

○申 込：１１月１５日（水）までに、健康保険課 健康長寿班 へお申し込みください。  

健康で、元気にいきいきと暮らしていくために、“運動”はとても大切です。 

みなさんの参加をお待ちしております！ 

平成２９年 町の保健だより 


